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平成 24年度第 4回機器及び安全に関する委員会	
 議事録 
日時：平成 25年 3月 18日（月） 17:30～20:00 
場所：日本超音波医学会事務局会議室 
参加者（14名、敬称略）：秋山いわき、工藤信樹、石原謙、市塚清健、梅村晋一郎、尾本き
よか、桑田知之、近藤隆、高田悦雄、立花克郎、内藤みわ、名取道也、蜂屋弘之、新田尚

隆（記録） 
 
メモ 
１．前回議事録確認 
・	
 第３回議事録を確認した。 
 
２．副委員長の交代について 
・	
 上妻委員から谷口委員への交代が了承された。 
 
３．音響放射力の生体への影響検討小委員会の報告 
・	
 動物実験が始まり、その進捗状況が報告された。 
 
４．学会への問い合わせについて 
・	
 ARFIの安全性に関する問い合わせについて報告された。 
 
５．「経膣プローブの消毒法に関する小委員会」の設置について（資料５、６） 
・	
 上記消毒法に関するWFUMBガイドラインへの対応として、「経膣プローブの消毒法に
関する小委員会」が設置された。 

 
６．第 86回学術集会パネルディスカッション「ここが知りたい、超音波の安全性：あなた

は患者さんからの質問に答えられますか？」について（資料７） 
・	
 パネルディスカッションの準備や進行手順について、意見交換がなされた。 
 
７．第 86回学術集会におけるアンケートについて 
・	
 昨年度同様、今年度もアンケートを実施する。配布場所を工夫して周知徹底を図る。 
 
８．第 86回学術集会期間中の委員会開催について 
・	
 5/25(土), 13:30-とする。 
 
９．”The Safe use of ultrasound in medical diagnosis”の翻訳について 
・	
 本委員会で分かりやすく翻訳し、活用する方向で検討を進めることとなった。 
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１０．	
 「超音波診断装置の安全性に関する資料」の改訂について 
・	
 TI/MIの説明など、より分かりやすい資料となるように、改訂を進めている。 

 
以上 


